
・10日（水）・・・七草＆鏡開き献立
春の七草を正月7日におかゆに入れて食べ、1年の無病息災を祈ります。また、11日の鏡開きではお

正月に飾っていたおもちを割って食べる風習があります。給食では「七草汁」と「白玉ぜんざい」を提供
します。

・1２日（金）・・・年はじめ献立
コロッケがおみくじに変身！コロッケの具は２種類です。具で今年の運勢が分かるかも…？！

・22日（月）・・・大寒献立
「大寒」とは、「だいかん」と読み季語を表す言葉の1つです。寒いが大きいと書くことから1年で最も
寒いのが、この大寒の時期です。「大寒」に生まれた卵を「寒たまご」と呼び、「寒たまご」を食べると健
康に暮らすことができると言われています。

♪全国学校給食週間♪

・24日（水）…練馬区全校一斉にんじん給食
練馬区内の小中学校が、一斉に練馬区産のにんじんを使用した給食を提供します。大北小では
「練馬にんじんのそぼろ丼」と「キャロットオレンジゼリー」を作ります。

・25日（木）… 練馬産たくあん＆みそ献立
練馬大根のたくあん漬けを使用して、「たくあんご飯」を提供します。24日と25日連日ともに練馬みそ
のみそ汁ですが、異なるみそを使ってみそ汁を作ります。

・26日（金）… 世界の料理～ベトナム～
大北小では月に1度、世界の料理を、食べやすい味にアレンジして給食で提供しています。今月はベト
ナム料理である「バインミー」「フォー入り五目スープ」「ベトナムプリン」を作ります。

・29日（月）…明治時代、昭和時代の給食再現献立
明治22年の給食では、おにぎり、塩鮭、菜の漬物、昭和17年の給食では、すいとんのみそ汁が給食で
出されていました。なぜ学校に給食があるのか、始まったのかを給食時間の放送で紹介します。

・30日（火）…持続可能な給食～SDGｓ～
みそ汁のだしをとった後のかつおぶしを、ふりかけに変身させます。また、肉よりも環境負荷の少ない「大
豆ミート」を使って、まるでお肉！な「畑のお肉甘辛あえ」を作ります。これからの食について考えながら、い
ただきましょう。

1月の給食より

＊保護者の方へのお願い＊
令和5年度、給食費第9回目の引き落としは、1月15日
（月）となります。残高確認をよろしくお願いいたします。(「多
子世帯学校給食費負担軽減補助金」の受給に該当するご
家庭は対象外です)。衛生管理上、給食当番はマスクを着
用しての配膳となりますので、忘れないようご注意ください。

「早寝早起き朝ごはん」
運動シンボルマーク

《学校給食週間の歴史》
明治２２年、山形県鶴岡市の忠愛（ちゅうあい）小学校で、お弁当を持ってくるこ

とのできない児童を対象に、昼食（おにぎり・焼き魚・漬け物）を出したのが始まり
です。その後、給食は全国に広まりましたが、第二次世界大戦が激しくなると給食は
中止になり、食べるものが不足したため、たくさんの子供たちが苦しみました。戦後
も食糧難は続き、子供の栄養不足が心配されました。「ララ（アメリカの民間団
体）」から脱脂粉乳が寄贈されると、昭和２１年１２月２４日から東京、神奈川、千
葉で学校給食が再び始まり、この日が給食記念日となりました。ただし１２月２４日
が冬休みに入るため、１ヵ月後の１月２４日からの１週間を「全国学校給食週間」と
したのです。最近では、子供たちの食生活を取り巻く環境が大きく変化し、偏った栄
養摂取、肥満や痩せすぎなどが懸念されています。「学校給食」は子供たちが食に関
する正しい知識と望ましい食習慣を身に付け、生涯にわたって健康的で心豊かな食生
活を送るために重要な役割を担っています。

昭和２２（1947）年１月

・脱脂粉乳
・トマトシチュー

昭和２７（1952）年

・脱脂粉乳 ・鯨の竜田揚げ
・コッペパン ・サラダなど

昭和５２（1977）年

・牛乳 ・カレーライス
・果物 ・サラダなど

戦後すぐの給食は、アメリカ
からの支援物資である脱脂粉乳
と、脱脂粉乳と缶詰で作ったシ
チューなどが提供された。

肉は手に入らないため、主に
鯨肉がたんぱく源として提供さ
れた。

米を使った学校給食が始まる。

完全給食と呼ばれる
現在の給食の形になる

＜春の七草＞

☆学校給食の移り変わり☆

給食食材の
主な産地

（12月）

新しい年をむかえました。みなさんはどんな冬休みを過ごしていましたか。
さて、1月24日から1月30日は、全国学校給食週間です。この機会に、ふだん食べている給食により
目を向けて、給食について考えてみましょう。
また、31日には、全校で行った「すきな給食アンケート」デザート部門第1位のこんだても登場します
ので、楽しみにしていてくださいね。


